
 

 

  

 

 

 

 

ごあいさつ 

                           日本教育実践学会第１３回研究大会 

実行委員長 増井三夫（上越教育大学） 

 
 会員の皆様にはご健勝にてご活躍のこととお慶び申し上げます。 

 さて、日本教育実践学会第１３回研究大会は、ご案内のように新潟大学と上越教育大学の共催で、

１１月６日（土）･７日（日）の両日、上越教育大学で開催されることになりました。 

昨年の岡山大学の研究大会では、地元の授業実践研究をはじめとして、多数の実践研究が報告さ

れました。いずれも、具体的な教育実践に分析の光をあて、その特徴や改善の方向を提示する充実

した研究でした。年々、教科の枠を越えた実践研究報告は、本学会の特徴になっており、教育実践

と教育実践研究の発展に大きな役割を期待されております。 

 研究大会を開催するにあたり、新潟大学と上越教育大学との共催を活かし、先導的な教育改革に

取り組んでいる実践、日々の教育課題に創意工夫をもって取り組んでいる授業改革などが、シンポ

ジウム、課題研究の場で、議論の俎上に載せられるような企画を用意したいと考えております。 

上越市は、昨年の NHK 大河ドラマ「天地人」で放映された直江兼継屋敷跡がいまも残されてお

ります春日山城趾と、さらに来年放映予定の徳川秀忠と夫人、江の方の娘、勝子姫のゆかりの地で

もあります。なによりも、上杉謙信を魅了した銘酒の里でもございます。 

研究大会は、大学等の研究者と教師が共同の研究テーブルに着き、楽しく、熱のこもった議論と情

報交換をする場でもあります。それに相応しい場になるように工夫したいと思っております。多数の

会員の研究発表と参加をお待ちしております。 
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■ ■日本教育実践学会第１３回研究大会開催のご案内（第一報）

日本教育実践学会

会長 塩見邦雄

日本教育実践学会第13回研究大会

大会会長 生田孝至

実行委員長 増井三夫

会員の皆様にはお元気でご活躍のこととお喜び申し上げます。

さて，このたびは日本教育実践学会第１３回研究大会を上越教育大学で開催させていただくこ

とになりました。今大会では 「自由研究 「課題研究 「シンポジウム」を企画しています。， 」 」

日程や研究発表の申し込み方法について，次の通りご案内申し上げます。多数の会員の皆様の

ご参加，ご発表を心よりお待ち申し上げております。

記

主 催 日本教育実践学会

共 催(予定) 新潟大学，上越教育大学

後 援(予定) 新潟県教育委員会，上越市教育委員会，妙高市教育委員会，糸魚川市教育委員会

2010年11月 6日(土)・ 7日(日）１ 期 日

上越教育大学（〒943-8512 上越市山屋敷町１番地）２ 会 場

３ 日 程

11月 6日（土）

9 30～10 00 受付: :
10 00～12 00 自由研究発表・課題研究発表 10 30～12 00 編集委員会: : : :
12 00～13 10 昼食（理事会）: :
13 10～13 50 総会: :
14 00～15 30 課題研究発表: :
15 40～17 40 シンポジウム: :
17 40～18 00 移動: :
18 00～20 00 懇親会（上越教育大学学生食堂）: :

11月 7日（日）

9 00～ 9 30 受付: :
9 30～12 00 自由研究発表: :

４ 発表の申し込み

（１）研究発表は，自由研究および課題研究とします。

発表者は，会員となります。会員については，本年度までの学会費を大会当日までに納入

していることが要件です。新たに学会に入会し発表される方は，発表申し込みと並行して次

の日本教育実践学会事務局に入会手続きをお取りください。

本学会ホームページ(http://www.jssep.org)上にある“入会申込”に、入会手続きの

詳細を記載しています。

自由研究発表（２）

① （ .5～6の書式で作成してください ）論文原稿 A4で２枚 p 。

② （ .7の様式をコピーしてお使いください ）送付表 p 。

締切日10月 1日（金 （必着）③ ）

事前の申し込みは必要ありません。①，②の書類の到着をもって申し込みとします。
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（３） ＊本年度は，大会事務局企画とします。一般からの募集は行いません。課題研究発表

注：登壇は「自由研究発表」及び「課題研究発表」について，各1件を上限とします。

共同研究者として連名になるのは，この限りではありません。

（４） ＊本年度は，原則，電子媒体での原稿提出とします。原稿と送付表の送付先

（ ） 。以下の 宛 に電子メールで送付してください「 」９ 大会事務局 jssep2010@juen.ac.jp

①電子メールの標題を“13 発表申込”としてくださいthJSSEP
②電子メールの本文に「送付表」の項目と内容を記述してください。

「 」 。 ，③電子メールの添付ファイルとして 原稿 を添付してください 添付ファイルの形式は

(. )形式， (. ,. )，一太郎(. )です。メールには， 形式のPDF pdf MS-WORD doc docx jtd PDF
ファイルを一点と， 形式もしくは一太郎形式のファイルを一点，合計二点のMS-WORD
ファイルを添付してください。

④折り返し，原稿を受信したことを確認する電子メールを事務局より返信いたします。1週

間以内に返信がない場合は，お問い合わせください。

５ 参加案内

参加費と懇親会費の総額を，同封の郵便振込用紙にて までに振り込んでくだ9月30日(木)

さい。なお，特別企画として，課題研究発表およびシンポジウムは一般公開とします。

（論文集１冊を含む） 正会員・一般（当日臨時会員） 4,000円① 参加費

学生会員 3,000円

3,000円② 懇親会費

③ 1冊 2,000円論文集

（同封の振込用紙をお使いください）④ 郵便振込用紙

加入者名： 日本教育実践学会大会実行委員会

口座番号： ００５３０－９－６１６３４

６ 総会案内

大会初日11月 6日（土）13 10～13 50に総会が開催されます。なお，委任状のハガキを10月: :
中旬のプログラム送付時に同封いたしますので，当日ご欠席の場合は，記名・捺印して10月30

日(木)までにご返送ください。

７ 交通機関案内

.4の交通機関案内をご覧ください。宿泊は，各自でホテルへ電話をして予約してください。p

８ 今後の通信予定

2010年10月上旬頃までに，ニュースレター及び学会のホームページにプログラムを掲載する

予定です。

９ 大会事務局

〒943 8512 上越市山屋敷町１番地 上越教育大学-
日本教育実践学会第13回研究大会事務局

実行委員長 増井 三夫

事務局長 梅野 正信

事務局 釜田 聡，久保田善彦，井上 久祥

jssep @juen ac jp問合せ先 2010 . .
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【交通・宿泊案内】

交通機関（１）

① 利用の場合JR
信越本線「高田駅」から：

高田駅近くの本町６丁目停

留所から教育大学線のバスに

（ ） 。乗車 約15分 教育大学下車

または 「高田駅」から、タ，

クシーで約10分。

信越本線「春日山駅」から：

徒歩約30分。

北陸本線・信越本線「直江津

駅」から：

直江津駅前停留所から教育

（ ）大学線のバスに乗車 約20分

教育大学下車。または 「直，

江津駅」から、タクシーで約

15分。

・バスの時刻表

http://joetsu-bus com.

・主なタクシー会社

（高田駅方面から）

ＩＭタクシー025 523 3188- -
合同タクシー025 524 5050- -

（直江津駅方面から）

直江津タクシー025 543 4545- -
頚城ハイヤー025 543 3488- -

②高速道路利用の場合

東京方面より：

- - -東京 (関越自動車道) 藤岡

(上信越自動車道) 上越高田-
＜3時間10分＞

関西方面より：

- - -米原 (北陸自動車道) 富山

(北陸自動車道) 上越-
＜4時間30分＞

宿 泊（２）

ＪＲ直江津駅およびＪＲ高

田駅周辺に複数のビジネスホ

テルがあります。各自でご予

約を御願いします。

http://www juen ac jp/contents/access/guide/data/fig pdf. . . 01.

注1．大会当日は，土，日で大学までのバスの本数が少ないので，バスの時間を確認し、十分

時間をとって早めにおいでください。

注2．車で参加する方は，大学構内に駐車場スペースがありますのでご利用下さい。
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原稿執筆要綱：研究発表論文の書式

１頁 Ａ４判

複数の場合，登壇者に○印を付ける。 25～30 ㎜

□□□□□・・ ・・□□□□□発表題目

・・・・・・・題目（欧文 ・・・・・・）

○□□□□□ 発表者氏名 □□□□□

・・・・・ 氏名（欧文） ・・・・・

△△△△△ 所 属 △△△△△

・・・・・ 所属（欧文） ・・・・・

20～25 ㎜ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20～25 ㎜要約

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・２００字程度 ・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（１行空ける）

・・・ ３～６字程度キーワード

（１行空ける）

１ はじめに ２ 方 法

(1)

① 45±３行／頁

２字程度空ける

20～23字／行 20～23字／行

25～30 ㎜
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２頁以降 Ａ４判

25～30 ㎜

３ 結 果 ４ 考 察

２字程度空ける

20～25㎜ 20～23字／行 20～23字／行 20～25㎜

５ おわりに45±３行／頁

参考文献

25～30 ㎜

自由研究の原稿は，２枚の偶数ページ仕立てです。これ以外の枚数は受け付けられません。原

稿は，大会事務局宛（jssep2010@juen.ac.jp）に電子メールで送付してください。

原稿提出期限 10月1日（金）必着
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送 付 表

電子メール本文に，以下の項目と内容を記述してお送りください。

※ . . . 2010 . よりコピー＆ペーストできます。www juen ac jp/lab/inoue/jssep /soofuhyoo html

１．発表者名：

○発表者1 名前（所属） ※登壇者の前に○をつけてください_
発表者2 名前（所属）_
発表者3 名前（所属） ※人数が多い場合には行を追加してください_

２．発表題目：

「□□□□□□□□□□□□□□」

３ 懇親会参加：．

〔参加する，参加しない〕 ※該当する方を残してください

４．代表者連絡先： ※事務局と連絡のとれる方を代表者にしてください

・郵便番号 〒

・住 所

・氏 名

・電話番号

・電子メール

５．その他（連絡事項等）



 

 

■ 事務局からのお知らせ ■ 

 

１．会費の納入について 

 

 2009 年度（2009 年 10 月１日～2010 年９月 30 日まで）年会費の納入がまだおすみでない方は，

郵便払込票にてご納入くださいますようお願いいたします。払込先は下記の通りです。手数料は各

自でご負担願います。 
 年会費は正会員 6,000 円，学生会員 5,000 円となっております。会員区分（正会員・学生会員）

に変更のあった方は，通信欄等にてその旨ご連絡ください。なお，今回同封した「加入者名：日本

教育実践学会大会実行委員会」と記されている払込票は，第 13 回研究大会参加諸費用のためのも

ので，学会年会費の払込先は別ですので，くれぐれもお間違えのないようご注意ください。 
 

 加入者名：日本教育実践学会 

口座番号：01660－2－10749 

 

 

 

２．住所・所属等変更通知のお願い 

 

 住所・氏名・所属・会員区分等に変更のあった方は，会員番号（宛名ラベルの下部にある４桁の番

号）を付記し，末尾事務局入退会担当までお知らせください。 

 

 

 

 日本教育実践学会   
事務局  
〒673-1494 兵庫県加東市下久米942-1 兵庫教育大学 

  事務局長        宮元博章 0795-44-2124 miyahiro@ hyogo-u.ac.jp 
  会費納入に関する問合せ 宮元博章 0795-44-2124 miyahiro@ hyogo-u.ac.jp 
  入退会に関する問合せ  筱 更治 0745-72-4081 shino@ hyogo-u.ac.jp 
  ﾆｭｰｽﾚﾀｰに関する問合せ  永田智子 0795-44-2184 tnagata@ hyogo-u.ac.jp 
学会誌「教育実践学研究」編集委員会事務局  

〒603-8301京都市北区紫野北花ノ坊町９６ 佛教大学内 小林隆 
 075-491-2141内線7310  koba-t@bukkyo-u.ac.jp 


